
 

 

 

 

 

 

（発行：2025年 4月吉日） 

沼津市市民憲章推進協議会 

会員会報 No.55 

 暖かな春、日差しが気持ちよい季節になってまいりました。会員の皆様におかれましては、ま
すますご健勝のこととお慶び申し上げます。また、日頃は、協議会の活動にご理解、ご協力をい
ただき誠にありがとうございます。今回は、昨年度の協議会活動報告と市民憲章活動支援助成事
業で採択された各団体の活動報告についてご案内いたします。 

沼津市校長会では、先生方が児童生徒と関わったり、授業準備をしたりする時間

を確保し、よりよい教育活動ができるようにするため、学校における働き方改革を

進めています。例えば、これまで１週間に 29時間であった授業時数を 28時間未満

にするといった、教育課程の工夫を行っています。また、チーム担任制（クラス担

任を複数で受け持つ）を導入する学校や、教科担任制を導入する小学校（これまで

は担任がほとんどの教科を担当していた）など、新たな取組（流行）に挑戦してい

こうとしています。 

一方で、ＶＵＣＡ（変化が激しく予測が困難）の時代を生きていく児童生徒に、

生きる力を付けるという教育の目的は変わりません（不易）。 

本校では、令和４年度の途中から、日課を見直し、生徒の下校時間を先生方の勤

務時間の終わりである４時 30 分までに収まるようにしました。その結果、先生方

にゆとりができ、学校評価において「授業が分かる」と回答した生徒が、令和４年

度は約 65％であったのに対し、令和６年度は 90％以上となり、働き方改革の成果

が出てきていることが分かります。また、先生方からも「仕事が忙しすぎない」「時

間を考えて働く意識が高まった」などの声も聞かれ、先生方にとってもよかったな

と実感しています。これからも、不易な部分は大切にしつつ、新しいことにチャレ

ンジしていきたいと考えています。 

話は変わりますが、私がこれまで勤務した中学校の教室には、沼津市民憲章が掲

示されていました。市民憲章推進協議会の委員に就くまでは、市民憲章について考

えることはほとんどありませんでした。インターネットで「市民憲章」を検索する

と、概ね「一つの自治体に住む住民が、たがいに横のつながりをもって、よい生活

を築こうという考えを表わしたもの」という説明がされています。沼津市民憲章の

５つの内容は、時代が変わろうと大切にされるべきものばかりです。ただ私のよう

に、市民憲章に関わってはじめて知るという方を、減らしていくための新しい方策

も求められているのではないかと感じています。 

感動コラムリレー “落ち穂ひろい” （Vol.55） 

『不易と流行』 

             市民憲章推進協議会 常任委員 長田 成伸 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自治会やＮＰＯ及びボランティア団体などの市民活動団体が取り組む、市民憲章の趣旨に沿った公益的

な活動を支援する助成事業で、会員の皆さんの会費が財源となっております。 

令和６年度は、３団体が採択され事業を実施しましたので、活動報告いたします。 

市民憲章活動支援助成事業 活動報告 

事 業 名 ： 

こどもローカルマガジン・コロマガ 

プロジェクト沼津内浦西浦版「うらっち」

制作運営事業 

総 事 業 費 ： 545,983円 

助成金交付額 ： 100,000円 

事 業 期 間 ： 令和６年８月～令和７年２月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
デザイン・レイアウト作成 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
子どもたちによる完成発表会 

  

令和６年 
こどもローカルマガジン・コロマガプロジェク

ト沼津内浦西浦版「うらっち」の制作 

こどもたちが大人のサポートを受けながら、「海を守る」

をテーマとし、自分たちが住む地域の取材を行い、情報誌を

制作しました。引き続き、こどもたちが地域に愛着を持つこ

とや、活性化、将来における地域産業の継続と発展のため、

情報誌の制作を続けていきたいと思います。 

活 動 内 容 
 

  

令和６年８月 18日 
第二小学校区 令和６年度 

「夏祭り盆踊り大会」の開催 

 コロナ禍を契機に地域住民が集まる校区祭が廃止されたた

め、老若男女問わず参加できる新規イベントとして、第二小

学校体育館を活用した夏祭り盆踊り大会を実施しました。当

日は 230人以上がイベントに参加し、普段の自治会行事では

顔を見ることのない年齢層や家族連れが輪になって盆踊りを

楽しむなど、郷土愛の醸成につながる活動を実施できまし

た。 

活 動 内 容 
 

事 業 名 ： 第二小学校区 令和６年度「夏祭り盆踊り大会」 

総 事 業 費 ： 233,900円 

助成金交付額 ： 100,000円 

事 業 期 間 ： 令和６年８月～令和６年８月 

 

 

 

 

 

 

 

 

夏祭り盆踊り大会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

体育館での盆踊り 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

事 業 名 ： 親子で学ぼう！スポーツ栄養セミナー 

総 事 業 費 ： 56,938円 

助成金交付額 ： 50,000円 

事 業 期 間 ： 令和６年 12月～令和 7年１月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 親子で学ぼう！スポーツ栄養セミナー 

 

 

 

 

 

 
 

食事カードを使用したグループワーク 

 

  

令和７年１月 18日 
親子で学ぼう！ 

スポーツ栄養セミナーの開催 

ジュニアアスリートとその保護者を対象にした公認スポ

ーツ栄養士による栄養セミナーを沼津市第三地区センター

大会議室にて実施しました。からだとこころの栄養として

の食事の役割について、親子で互いに学び合うことができ

とても有意義な時間となりました。今後も保護者と一緒に

様々な課題に取り組んでいきたいと思います。 

活 動 内 容 

令和７年度総会について 

毎年開催しております市民憲章推進協議会総会ですが、今年度は 5月 19日（月）に

沼津市第五地区センターにて開催します。総会のほか昨年度の活動支援助成事業の報

告や市民憲章の賞の表彰を行います。また、記念講演として、沼津警察署交通課長の山内貴

雄氏にご講演いただきます。 

皆様のご参加をお待ちしております。 

 

 

 昨年 10月 31日（木）に市民文化センター小ホールにて開催されました、テレビ寺子屋公開

収録の模様が、今年１月５日（日）、１月 19日（日）の２回にわたり放映されました。講演は

１月５日が「また会いたいと思われる会話術」、１月 19日が「「実語教」に学ぶ大切な智恵」

の演題で放送されました。明治大学文学部教授の齋藤孝さんが、人と話すときに考えすぎて言

葉に詰まってしまう時の対処法や、人の話は耳で聞くのではなく「胸」で聞くこと、「学ぶ」

ということが人生の柱になること、江戸時代に教育を受ける人たちにとって常識であった「実

語教」などについてお話しをされました。また、会場の様子も放映されました。 

 

 

テレビ寺子屋 放映について（報告） 

 

 



  

 

R6.4        会報誌「憲章スピリット No53」発行 

R6.4.24     第１回常任委員会・第１回事業支援委員会 

R6.5.30   令和６年度総会 市民憲章の賞表彰・沼津市民憲章制定 50周年 

記念事業報告、沼津市歌斉唱 

講演会：石島さわかさん（ウェルビーイングナビゲーター） 

R6.6.2    第１回環境美化活動 

      美化活動清掃区域：志下海岸 

      参加人数：全８名（役員及び委員、ｶﾞｰﾙｽｶｳﾄ連絡協議会、 

老人クラブ連合会、他個人及び団体会員参加） 

R6.7.18 第２回常任委員会（活動支援助成金事業認定）  

R6.9.6      第３回常任委員会・第２回事業支援委員会 

R6.10.31 テレビ寺子屋公開収録 講師：齋藤孝さん  

会場：沼津市民文化センター小ホール、参加者：294名 

R6.11.10    市民憲章普及啓発活動チラシ＆キャンペーングッズ配布 

1,200組、場所：愛鷹運動公園（アスルクラロ沼津の試合 

当日）、参加人数：協議会８名 

R6.11.17    市民憲章碑清掃活動及び環境美化活動清掃 

      憲章碑：沼津市民文化センター前憲章碑 

美化活動清掃区域：牛臥・島郷海岸 

参加人数：全 23名（役員及び委員、赤十字奉仕団、ｶﾞｰﾙｽｶｳ 

ﾄ連絡協議会、ﾈｯﾂﾄﾖﾀ静岡㈱、他個人及び団体会員参加） 

R6.12       会報誌「憲章スピリット№54」発行 

R7.3.7      第４回常任委員会・第３回事業支援委員会 

 

 

 

 沼津市市民憲章推進協議会 
 （事務局：沼津市役所 地域自治課） 
 TEL：055-934-4807 FAX：055-931-2606 

 

沼津市民憲章のマーク 


